
第４号様式（要綱第６条関係） 
 

２０２５年度 第２回藤沢市立大越小学校 学校運営協議会会議録 
 

開催日時 ２０２５年 ７月 １１日（金）  １０時～ 

             場 所 大越小学校 スタジオ          

出

席

委

員 

 

齊藤 正枝 （青少年育成協力会会長・善行三者ふれあいネットワーク会長） 

石塚 義之 （善行市民センター長） 

三堀 眞知子（善行町内会総務部長・社会福祉協議会理事） 

松本 美由紀（善行地区ＣＳＷ） 

岩澤 貴子 （主任児童委員・お話しの会メンバー） 

上原 いづみ（元小学校校長） 

石井 正悟 （令和７年度ＰＴＡ会長） 

丸谷 英之 （大越小学校長） 

                     以上 ８名（欠席３名）傍聴人 ０名 

次

第 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 議題 

（１）本校の不登校対策等、支援体制について 

（２）教育環境について 

（３）児童の居場所について 

４ 事務連絡 

 

協

議 

内

容 

議題 

（１）本校の不登校対策等、支援体制について 

・対策の具体として、学習支援「サマースクール」を行いたい。本校の不登

校児童の減少を継続していくために、学習支援を行っていく。夏休みの課題

等への取り組みの支援を行っていく。特別支援非常勤講師と一緒に児童の支

援を行っていく、人材について考えていってほしい。 

・支援ルームにおいて、不登校児童・支援教育を行っているが、この教室の

学習環境を整えていきたい。夏の「サマースクール」後に教室の環境整備の

時間にあてていきたい。 

・慶応大学の学生に声掛けをしているので、協力いただけるかもしれませ

ん。また、市民センターに来ている高校生に声をかけてみて、ボランティア

として参加できるか聞いてみます。 

・スケジュール管理をするので、参加できる日を確認していきたい。 

学習に追い付いていない児童の個別対応。個別対応では意欲的に取り組んで

いる。学習だけでなく会話の中でやる気の出るようなサポート、声掛けをし

ていただきたい。 

・支援する児童に応じた場所の設置を考えていければよいのではないか。 

パーテーションで区切った個室を設置したり、人数が多い場合は長テーブル

等で過ごせたりできるといいと思います。気持ち的に開放できるスペースに

なるといいと思います。カフェ的な雰囲気を目指していきたい。 

・総合教育センターないにもあるが、入りやすい雰囲気にできるといい。 



・支援ルームもいつまでも居る場所ではなく、教室に気持ちが向かうための

準備の場所となっている。 

・福祉事業所で行っているノウハウを活用できるかも。 

（２）教育環境について 

校庭の桜について 

・寒川市の学校で行っている植樹について、参考にすることもできるかもし

れない。徐々に行っていきたい。 

・ハナミズキ・百日紅など人気が出ている。 

・桜があってほしい。何本かシンボル的な桜と花。 

・中学校の卒業式に花のプレゼントをしていたが、最近は植樹に変わってい

るところもある。 

・予算について、どうするか考えていく必要がある。 

・大清水中学校前の川沿いにあるアジサイは保護者が植樹をしていた。 

象徴的な木を 2，3 本植樹することもよいのではないか。3 月の植樹がタイミ

ング的には良いのではないか。 

学習環境について 

・環境に目を向けた学習をしているクラスが多くあるので、委員の方にも学

校環境を見ていただき、どのような支援ができるのかを考えていきたい。 

（３）児童の居場所(登校前)について 

・登校前の居場所について困っている児童について、現段階では把握できて

いない。困っている児童がどの位いるのか、地域で把握する必要があるので

はないか。 

・三者ふれあいネットワークで話題としてもよいのではないか。 

・民生委員の中でも最近の状況を確認していく。 

 

４ 事務連絡 

・給食試食会について、コミスク主催で行っていきたい。 

9月 30日（火）11：30から 

次回開催日程  

２０２５年 ８月 ２８日（木） 10時～ 

    場所 大越小学校スタジオ

 


